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はじめに



トピック:

『Salesforce Cloudアダプタ構成ウィザードの使用』では、Salesforceアダプタの構成を順を追って説明する、「アダプタ構成ウィザード」のページについて説明します。




	
対象読者


	
関連リソース


	
表記規則







対象読者


『Salesforce Cloudアダプタ構成ウィザードの使用』は、アダプタを使用するアプリケーションを作成、デプロイ、テストおよび監視するユーザーを対象にしています。






関連リソース


詳細は、次のOracleドキュメントを参照してください。

	
『Oracle SOA Suiteを使用したSOAアプリケーションの開発』


	
Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理


	
Oracle Service Busの管理


	
テクノロジ・アダプタの理解









表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















1 サポートされていない機能


次の問題に注意してください。


トピック

	
サポートされていない機能













サポートされていない機能


アダプタは次の機能をサポートしていません。


	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlのエラー・ホスピタルでのメッセージのリカバリ


	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの参照(アウトバウンド)アダプタ用の「プロパティ」タブへのプロパティの表示(サービスWSDL URLや使用されるCSFキーなど)。これらは、「サービスと参照」ページで選択する参照アダプタです。


	
拒否メッセージの処理


	
Oracle JDeveloperの「公開されたサービス」スイムレーンまたは「外部参照」スイムレーンのクラウド・アダプタを右クリックすると、次のメッセージの暗号化および復号化機能が使用可能です。

	
「公開されたサービス」スイムレーンのアダプタに対し、「機密データの保護」 > 「リクエスト・データの暗号化」。


	
「外部参照」スイムレーンのクラウド・アダプタに対し、「機密データの保護」 > 「機密データの復号化」。





	
Oracle JDeveloperの「公開されたサービス」スイムレーンまたは「外部参照」スイムレーンでクラウド・アダプタを右クリックしたときに使用できるポリシー・アタッチメント機能。


	
WSDLおよびスキーマ・ファイルのローカリゼーション。アダプタ構成ウィザードの「接続」ページを完了した後に、「ファイルのローカライズ」ダイアログが表示された場合は、「取消」をクリックします。













2 Salesforceプロパティの構成


Salesforceアダプタを使用すると、Salesforceアプリケーションとの統合を作成できます。

次の各項では、統合のトリガーおよび呼出しとしてSalesforceアダプタを構成する手順をガイドするウィザード・ページについて説明します。構成後のタスクについても説明します。


トピック

	
Salesforceクラウドの制約の理解


	
基本情報のプロパティの構成


	
Oracle Cloudアダプタ接続およびCSFキー・プロパティの構成


	
SalesforceソースのOutbound Messaging Propertiesの構成


	
Salesforceターゲットの操作プロパティの構成


	
Salesforceターゲットのヘッダーのプロパティの構成


	
「サマリー」ページの構成値の確認


	
Salesforceクラウド構成後のタスクの実行













Salesforceクラウドの制約の理解


Salesforceクラウド・アダプタを構成する前に、次の制約を認識しておく必要があります。

	
Salesforceクラウド・アダプタでは、すべてのアクティビティにSalesForceDotCom (SFDC) APIを使用します。そのため、Salesforce APIの制約の影響を受けることになります。制約は、『Salesforce Limits Quick Reference Guide』で定義されています。


	
すべてのPush Topic問合せがSalesforceでサポートされているわけではありません。「Supported Push Topic Queries」と「Unsupported PushTopic Queries」を参照してください。


	
クライアント・アプリケーションは、SalesforceのSOAP API サポート・ポリシーと下位互換性の条件に準拠する必要があります。これらの条件は、「SFDC SOAP API Support Policy」で利用できます。











基本情報プロパティの構成


統合のソース・アダプタおよびターゲット・アダプタそれぞれの「基本情報」ページに名前と説明を入力できます。


トピック

	
「基本情報」ページでできること


	
「基本情報」ページの表示内容









「基本情報」ページでできること


「基本情報」ページで、次の値を指定できます。「基本情報」ページはウィザードの最初のページです。このページは、アダプタでサポートされているトリガー(ソース)または呼出し(ターゲット)領域にアダプタをドラッグするたびに表示されます。

	意味のある名前を指定します。
	職責の説明を指定します。







「基本情報」ページの表示内容


次の表では、「基本情報」ページの主な情報について説明します。



	要素	説明
	
エンドポイントにどのような名前を付けますか。

	
この接続の役割を他者が理解できるように、わかりやすい名前を指定します。名前には、英語のアルファベット文字、数字、アンダースコアおよびダッシュを使用できます。次のものは使用できません。
	
空白文字(My Inbound Connectionなど)


	
特殊文字(#;83&またはrigh(t)now4など)


	
マルチバイト文字







	
このエンドポイントでは何が行われますか。

	
必要に応じて、接続の職責の説明を入力します。例: This connection receives an inbound request to synchronize account information with the cloud application.

















Oracle Cloudアダプタ接続およびCSFキー・プロパティの構成


統合のOracle Cloudアダプタ構成接続および資格証明ストア・フレームワーク(CSF)キー値を入力します。


トピック

	
Oracle Cloudアダプタの「接続」ページでできること


	
Oracle Cloudアダプタの「接続」ページの表示内容


	
Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページでできること


	
Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページの表示内容









Oracle Cloudアダプタの「接続」ページでできること


Oracle Cloudアダプタに次の接続値を指定できます。

	アダプタのWSDL URLを指定します。Oracle Eloqua Cloudアダプタを構成している場合、WSDLは必要ありません。
	セキュリティ・ポリシーを指定します。
	認証キーを作成します。一方向で作成されたキー(アウトバウンドなど)は他の方向(インバウンドなど)でも選択できます。







Oracle Cloudアダプタの「接続」ページの表示内容


次の表では、Oracle Cloudアダプタの「接続」ページの主な情報について説明します。



	要素	説明
	
WSDL URL

	
注意: このフィールドは、Oracle Eloqua Cloudアダプタの場合は表示されません。

WSDLを指定します。WSDLはインスタンスに固有の統合を構築するのに使用されます。「WSDL URL」フィールドの横の参照アイコンを選択することで、WSDLをファイル・システムまたは別のソースから選択することもできます。ダイアログの上部の「ファイルシステム」をクリックして、WSDLを参照します。


	
セキュリティ・ポリシー

	
環境に応じたセキュリティ・ポリシーを選択します(USERNAME_PASSWORD_TOKENなど)。

	
ウィザードには、適用できないものも含め、すべてのポリシーが表示されます。正しい選択を行うには、ポリシーに関する知識が必要です。たとえば、アイデンティティは伝播されないので、SAMLベースのポリシーは選択できません。


	
クラウド・アダプタに適用するポリシーは、クラウド・アダプタに一意で、コンポジット内の他のエンドポイントには影響を与えません。





	
認証キー

	
CSF認証キーを選択します。

	
追加: クリックして新しい認証キーを作成します。キー名、ユーザー名とパスワードを指定する必要があります。


	
編集: クリックして認証キーを編集します。


	
削除: クリックして認証キーを削除します。





	
テスト

	
クリックして認証キーを検証します。













Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページでできること


Oracle Cloudアダプタに次のCSFキー値を指定できます。

	CSFキー名
	ユーザー名およびパスワード
	Oracle NetSuite Cloudアダプタのみを構成している場合は、電子メール・アカウントとロールを指定する必要があります。
	Oracle Eloqua Cloudアダプタのみを構成している場合は、企業名を指定する必要があります。







Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページの表示内容


次の表では、Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページの主な情報について説明します。



	要素	説明
	
CSFキー名

	
資格証明のランタイム・インジェクションを有効にするCSFキーを指定します。アダプタはCSFを使用して、アプリケーション(Oracle Sales CloudまたはOracle ERPアプリケーションなど)での認証に必要なユーザー名とパスワードを取得します。このキーは設計時にログイン資格証明を識別します。


	
企業名(Oracle Eloqua Cloudアダプタのみ)

	
注意: このフィールドは、Oracle Eloqua Cloudアダプタの場合のみ表示されます。

Oracle Eloqua会社名を指定します。


	
電子メール、アカウントおよびロール

	
注意: このフィールドは、Oracle NetSuite Cloudアダプタの場合のみ表示されます。

電子メール・アカウントとロールを指定します。


	
ユーザー名

	
アプリケーション(Oracle Sales CloudまたはOracle ERPアプリケーションなど)に接続するためのユーザー名を入力します。管理者からユーザー資格証明が与えられます。


	
パスワード

	
アプリケーションに接続するためのパスワードを入力します。


	
パスワードの再入力

	
再度同じパスワードを入力します。

















SalesforceソースのOutbound Messaging Propertiesの構成


統合用に、Oracle Salesforceクラウド・ソースのアウトバウンド・メッセージングの値を入力します。


トピック

	
Salesforceクラウド・ソースのOutbound Messaging Propertiesページでできること


	
Salesforceクラウド・ソースのOutbound Messaging Propertiesの表示内容













Salesforceクラウド・ソースのOutbound Messaging Propertiesページでできること


Salesforceクラウド・アダプタのソース・アウトバウンド・メッセージングWSDLを構成できます。

この処理は、いくつかの手順で構成されます。


	アウトバウンド・メッセージには、指定した情報を指定したエンドポイントに送信するワークフロー、承認またはマイルストン・アクションが含まれます。アウトバウンド・メッセージングは、Salesforceの設定メニューで構成します。その後、エンドポイントを構成します。

ワークフロー・ルールを作成するには:

	
Salesforceアカウントにログインして、「Setup」に移動します。


	
「App Setup」メニューの下で「Create」を展開し、続いて「Workflow & Approvals」を開きます。


	
統合要件に従って、ワークフロー・ルールまたは承認プロセスを選択します。


	
「Create New」をクリックし、次のウィザードに必要な情報を指定して、「Save」をクリックします。

	
ワークフロー・ルールの場合は、「Workflow Action」メニューの下で「Edit」をクリックし、次に「Add Workflow Action」→「New Outbound Message」の順にクリックします。


	
承認プロセスの場合は、「Add New」をクリックし(「Submission」、「Approval」、「Rejection」および「Recall」から、1つ以上のアクションを選択できます)、次に「New Outbound Message」をクリックします。







また、承認プロセスまたは権限プロセスに関連付けられたアウトバウンド・メッセージングWSDLは、アダプタによってサポートされ、消費されます。




	www.salesforce.comでSalesforceアウトバウンド・メッセージングWSDLを生成し、作成したターゲットのアウトバウンド・メッセージングWSDLを選択して、Salesforceアプリケーションからアウトバウンド・メッセージ通知を受信します。手順は、「Salesforceクラウド・ソースのOutbound Messaging Propertiesの表示内容」を参照してください。











Salesforceクラウド・ソースのOutbound Messaging Propertiesの表示内容


次の表に、ソースの「Outbound Messaging」ページに表示される主な情報を示します。



	要素	説明
	
Select the Outbound Messaging WSDL

	
ターゲットのSalesforceアウトバウンド・メッセージングWSDLを生成し、選択して、Salesforceアプリケーションからアウトバウンド・メッセージ通知を受信します。

注意: 最初に、「Salesforceクラウド・ソースのOutbound Messaging Propertiesページでできること」の説明に従って、ワークフロー・ルールを作成する必要があります。また、承認プロセスまたは権限プロセスに関連付けられたアウトバウンド・メッセージングWSDLは、アダプタによってサポートされ、消費されます。

ターゲットのSalesforceアウトバウンド・メッセージングWSDLを生成して選択するには:

	
Salesforceアカウントにログインして、「Setup」 > 「Outbound Messages」の順に移動します。


	
必要なオブジェクトを選択して、「Next」をクリックします。


	
その他の必要な他の詳細情報を入力して(「Endpoint URL」フィールドには、ダミーURLを入力)、「Save」をクリックします。


	
「Generate WSDL」をクリックして、WSDLをダウンロードします。


	
このウィザード・ページに戻って、生成されたWSDLを参照します。


	
統合をアクティブ化し、統合情報アイコンからエンドポイントURLをコピーします。


	
www.salesforce.comで「Outbound Messaging」セクションに移動して、手順3で入力したダミーURLを実際のエンドポイントURLと置き換えます。


















Salesforceクラウド・ターゲットの操作プロパティの構成


統合に対するSalesforceクラウド・ターゲットの操作値を入力します。


トピック

	
Salesforceターゲットの「操作」ページでできること


	
Salesforceターゲットの「操作」ページの表示内容









Salesforceクラウド・ターゲットの「操作」ページでできること


Salesforceクラウドに対し、次のターゲットの操作値を構成できます。

	次の操作タイプのいずれかを選択します。
	CRUD
	Salesforce Object Query Language (SOQL)またはSalesforce Object Search Language (SOSL)問合せ



	ビジネス・オブジェクトを選択します。
	SOQL/SOSL問合せを指定します。







Salesforceターゲットの「操作」ページの表示内容


次の表では、Salesforceクラウド・ターゲットの「操作」ページの主な情報について説明します。



	要素	説明
	
操作タイプの選択

	
実行する操作のタイプを選択します。

	
CORE: Salesforceアプリケーションでサポートされるすべてのコア・アプリケーションを表します。


	
CRUD: Salesforceビジネス・オブジェクトで実行する、作成、読取り、更新、削除または破棄操作を表します。各文字は、標準のSQL文、HTTPメソッドまたはDDS操作にマップされます。実行するCRUD操作を選択します: 「作成」、「削除」、「取得」または「更新」。


	
MISC: Salesforceアプリケーションの特別なタスク操作(現在のセッションに関連付けられたユーザー情報のフェッチなど)を表します。


	
SOSL/SOQL: Salesforceアプリケーションにリクエストとして送信するSalesforce Object Query Language (SOQL)またはSalesforce Object Search Language (SOSL)問合せを入力することを選択します。使用できる操作は次のとおりです。

	
問合せ: 特定の条件に対する問合せを実行し、その条件に一致するデータを返します。自分のSalesforceアプリケーション・アカウントから削除されていないレコードだけが返されます。


	
queryAll: ごみ箱にある削除されたレコードも含めて、「問合せ」操作と同じデータを返します。


	
検索: Salesforceアプリケーションからレコードを返します。検索操作への入力として検索文字列を動的に指定するバインディング・パラメータを指定できます。




このオプションを選択すると、ページがリフレッシュされて、検証用に送信するSOQLまたはSOSL問合せを入力するフィールドが表示されます。

	
問合せ文: 有効な問合せ文を入力します。SOQL文はcountメソッド問合せに対しsObjectsのリスト、単一sObjectまたは整数を評価します。次のような例が用意されています。


“SELECT Id FROM Contact WHERE Name LIKE 'A%' AND MailingCity = 'California'”



SELECT COUNT() FROM Contact


SOSL文はsObjectsのリストを評価し、各リストには特定のsObjectタイプの検索結果が含まれます。次に例を示します。


“SELECT a.name, a.id, a.accountNumber, c.name from Contact c, c.Account”


	
バインディング・パラメータ: 問合せに含まれる任意のパラメータを表示します。たとえば、orgIdは次の問合せのパラメータです。


SELECT a.name, a.id, a.accountNumber, c.name from Contact c, c.Account a WHERE a.name = "&orgId"  


この問合せはバインディング・パラメータのテキスト・ボックスを表示し、そこにorgIdのテスト値を入力します。


	
「問合せのテスト」。クリックしてSalesforceアプリケーションに対する問合せを検証します。問合せ結果が表示されます。エラーが発生したら、問合せの修正方法についての結果を受信します。








	
オブジェクト名でフィルタリング

	
1文字目を入力してビジネス・オブジェクトの表示をフィルタリングします。フィルタ・タイプを選択することもできます。
	
すべて: すべてのオブジェクトを表示します。


	
カスタム: 作成したオブジェクトを表示します。カスタム・ビジネス・オブジェクトには“_c”が追加されます。


	
標準: Salesforceアプリケーションの一部として提供されるビジネス・オブジェクト。







	
ビジネス・オブジェクトの選択

	
操作に含める単一または複数のビジネス・オブジェクトを選択します。1つの操作に対して最大10個のオブジェクトを選択できます。

















Salesforceクラウド・ターゲットのヘッダーのプロパティの構成


統合に対するSalesforceクラウド・ターゲットのヘッダー値を入力します。


トピック

	
Salesforceターゲットの「ヘッダー」ページでできること


	
Salesforceターゲットの「ヘッダー」ページの表示内容









Salesforceクラウド・ターゲットの「ヘッダー」ページでできること


Salesforceクラウドに対し、ターゲットのヘッダー・プロパティを構成できます。






Salesforceターゲットの「ヘッダー」ページの表示内容


次の表では、Salesforceクラウド・ターゲットの「ヘッダー」ページの主な情報について説明します。


構成に使用できるヘッダーは、ターゲットの「操作」ページで選択した操作に基づきます。ヘッダーには2つのタイプがあります。
	
リクエスト・ヘッダーはリクエスト・メッセージとともにSalesforceアプリケーションに送信されます。


	
レスポンス・ヘッダーはレスポンス・メッセージとともにSalesforceアプリケーションから受信されます。




これらのヘッダー・プロパティの詳細は、www.salesforce.comにアクセスして、検索ユーティリティにプロパティの特定の名前を指定します。


	要素	説明
	
AllOrNoneHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
Salesforceアプリケーション操作に対するトランザクション動作を指定します。AllorNoneをtrueに設定する場合、Salesforceアプリケーションへのコールは、エラーなしで完了した場合にのみコミットされます。それ以外の場合は、ロール・バックされます。デフォルトの動作はエラーのない部分レコードのコミットです。


	
AllowFieldTruncationHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
次のフィールド(それぞれは文字列データ型)に対する切捨て動作を指定します。
	
anyType


	
email


	
picklist


	
encryptedstring


	
textarea


	
mulitpicklist


	
phone


	
string






allowFieldTruncationを次のいずれかの値に設定します。
	
True: 25文字の値を20文字のフィールドに入力する場合、最初の20レコードはフィールドに挿入され、トランザクションは成功します。


	
False: 25文字の値を20文字のフィールドに入力する場合、エラーがスローされ、トランザクションはコミットされません。





	
AssignmentRuleHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
アカウント、ケースまたはリードの作成または更新時に、使用する割当てルールを指定します。割当てルールはアクティブでも非アクティブでもかまいません。IDはAssignmentRuleオブジェクトの問合せにより取得されます。IDを指定した場合、useDefaultRule値を指定する必要はありません。


	
assignmentRuleId: 使用する割当てルールのID。IDが存在するのかどうか、Salesforceクラウド・アプリケーションにより検証されません。検証は実行時に行われます。


	
useDefaultRule: trueに設定した場合、デフォルトの(アクティブな)割当てルールが使用されます。falseに設定した場合、デフォルトの(アクティブな)割当てルールは使用されません。







	
EmailHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
通知電子メールを送信するかどうかを指定します。次のプロパティを設定できます。
	
triggerAutoResponseEmail

	
true: リードおよびケース用の自動レスポンス・ルールをトリガーします。


	
false: リードおよびケース用の自動レスポンス・ルールをトリガーしません。





	
triggerOtherEmail

	
true: 電子メールは組織外でトリガーされます。


	
false: 電子メールは組織外でトリガーされません。





	
triggerUserEmail

	
true: 電子メールはトリガーされて組織内のユーザーに送信されます。この電子メールは、ケースへのコメントの追加やタスクの更新などの多くのイベントによりトリガーされます。


	
false: 電子メールはトリガーされず組織内のユーザーに送信されません。










	
DebuggingHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
デバッグ・ログ・レベルを指定します。次のログ・レベルがサポートされます。
	
NONE (最も簡略)


	
DEBUGONLY


	
DB


	
PROFILING


	
CALLOUT


	
DETAIL (最も詳細)







	
MruHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
Salesforceアプリケーションは最も最近使用された(MRU)アイテムを表示します。APIバージョン7.0以降、リストは自身では更新されません。リストを更新するには、MruHeaderを使用します。このヘッダーの使用はパフォーマンスに悪い影響を与える可能性があります。updateMruを次のいずれかの値に設定します。
	
true: MRUアイテムのリストはSalesforceアプリケーションで更新されます。


	
false: 最も最近使用されたアイテムのリストはSalesforceアプリケーションで更新されません。







	
PackageVersionHeader (リクエスト・ヘッダー)

	
インストール済パッケージのパッケージ・バージョンを指定します。パッケージ・バージョンはパッケージ内のコンポーネントを識別します。パッケージ・バージョンはmajorNumber.minorNumber.patchNumberという形式に従います(たとえば、3.4.5では、3がmajorNumber、4がminorNumberおよび5がpatchNumberを指します)。


	
QueryOptions (リクエスト・ヘッダー)

	
問合せのバッチ・サイズを指定します。デフォルト値は500、最小値は200、最大値は2000です。


	
DebuggingInfo (レスポンス・ヘッダー)

	
この情報は、debugLevelリクエスト・ヘッダーがリクエスト・ペイロードとともにSalesforceアプリケーションに送信される場合にのみ返されます。


	
LimitInfoHeader (レスポンス・ヘッダー)

	
組織の1日当たりのAPIコールの制限についての情報を指定します。
	
現行:

組織ですでに使用されているコール数。
	
制限:

指定された制限タイプの組織の制限。
	
タイプ:

ヘッダーAPI REQUESTSに指定された制限の情報のタイプ(組織のAPIコールの制限情報を含む)。




















「サマリー」ページの構成値の確認


指定したアダプタの構成値は、「サマリー」ページで確認できます。


トピック

	
「サマリー」ページでできること


	
「サマリー」ページの表示内容









「サマリー」ページでできること


「サマリー」ページからソースまたはターゲットの接続の詳細を確認できます。「サマリー」ページは、構成を完了した後の、各アダプタの最後のウィザード・ページです。

	ソースまたはターゲット・アダプタに定義した構成の詳細が表示されます。たとえば、リクエスト・ビジネス・オブジェクトと即時レスポンス・ビジネス・オブジェクトを含むインバウンド・ソース・アダプタを定義した場合、この構成の具体的な詳細が「サマリー」ページに表示されます。
	構成の詳細を保存する場合は、「終了」をクリックします。
	左パネルの特定のタブをクリックするか、「戻る」をクリックして特定のページにアクセスして、構成の定義を更新します。
	構成の詳細を取り消すには、「取消」をクリックします。







「サマリー」ページの表示内容


次の表では、「サマリー」ページの主な情報について説明します。



	要素	説明
	
サマリー

	
ウィザードの前のページで定義したソースまたはターゲットの構成値のサマリーを表示します。

生成されたXSDファイルが提供されるアダプタの場合は、XSDリンクをクリックすると、ファイルの読取り専用バージョンが表示されます。

前のページに戻って値を更新するには、左パネルの適切なタブをクリックするか、「戻る」をクリックします。

















Salesforceクラウド構成後のタスクの実行


統合をアクティブ化した後に、Salesforceクラウド・アダプタのアウトバウンド・メッセージを更新して、Oracle Integration Cloud Serviceにメッセージを送信する必要があります。この項では、ワークフロー・ルールをアクティブ化する方法について説明します。

	Salesforceアプリケーションを開きます。
	下にスクロールして、「Workflow Rules」をクリックします。
	「Workflow Rules」パネルでワークフロー・ルールをクリックします。
	「Immediate Workflow Actions」セクションまで下にスクロールして、アウトバウンド・メッセージをクリックします。
	「Outbound Message」パネルで「Edit」をクリックします。
	「Edit Outbound Message」パネルで、統合用の「Integration Details」アイコンからエンドポイントURLを入力します。
	「Edit Outbound Message」パネルで「Save」をクリックします。
「Outbound Message」パネルが表示されます。


	「Outbound Message」パネルで、下にスクロールして「Workflow Rules Using This Outbound Message」セクションを見つけます。
	ワークフローのリンクをクリックします。
「Workflow Rule」パネルが表示されます。


	「Workflow Rule」パネルで「Activate」をクリックします。
ワークフローがアクティブ化されます。Salesforceアプリケーションは、統合をアクティブ化したときに作成された統合エンドポイントURLに対して、メッセージの送信を開始します。
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